








 

1 研究の目的及び縫過 

健康の概念の拡大と疾病構造の変遷に伴い,今日の乳幼児健診は,単に疾病の早

期発見,治療にとどまらずに,対象児すべての身体的・精神的・社会的に適切な

成長・発達を援助するという質的に高度の目標をかかげている。この目的達成

のために従来の保健所における乳幼児の集団健診は種々の角度から検討され,

東京都においては50年10月から0才児の委託健診も実施されるようになった。

行政的観点からの改善策も健診内容の質的レペルの向上を伴わなければ効果は

期待できないであろう。すなわち,健診の担当者には健診に訪れる者のもつ保健

需要を満たせる知識とが要求されている。 


